
 

 

 

 

 

青少年活動センターで年

長さんは、すいこう認定こど

も園さんと一緒にお泊り保

育をします。自然の探索、野

菜の収穫、すいこう認定こど

も園の子どもたちと交流を

しながら、遊んだり、大自然

の中で体をしっかり使って

楽しみます。夜は、キャンプ

ファイヤーやゲームをし、大

きなお風呂に入ってぐっす

り眠りにつきます。普段とは

全く違う環境の中で、みんな

で協力し合う貴重な経験を

たくさんして欲しいと思い

ます。 
 

 

色水あそび 

七夕まつり 

 

水あそび 
中国から伝わった織姫と彦星

の「星伝説」と、書道や裁縫の上

達を願う風習「乞巧奠
きこうでん

」に、日本

の「棚機女
たなばたつめ

」が神様のために着物

を織る神事が合わさって、今日に

伝えられている行事です。今年の

７月７日は、織姫と彦星が無事に

会えるでしょうか。夜空を見上げ

天の川を探しましょう。 

夏の楽しみは、なんといっても子どもたちの心を開放し、楽しい気
持ちにさせてくれる水あそびです。毎日みずあそびは行いますが、幼
児クラスは週に 1回プールあそびをします。消毒や人数も制限しなが
ら、細心の注意を払いながら行っていきます。お子様の体調が悪い場
合はプールあそびや水あそびもご遠慮いただければと思いますので、
朝の伝達の時にお伝えください。よろしくお願いします。 
以下のようなことが見られる時は、プールに入れません 

・目、鼻、耳に疾患のある場合（結膜炎、中耳炎などですが、慢性の
中耳炎などは医師の診断を仰いでください。） 
・伝染性疾患の場合（とびひなど） 
・発熱、下痢、風邪やうみを持った外傷、その他医師から禁止されて
いる場合。 

 

親睦会 
絵の具あそび 

 

これからどうひろがるかな？ 

ビュッフェ給食 

お泊り保育 

群れることの大切さ 

 

 6月の参観日、ビオトープ観察会、親睦会ではたくさんの保護者 

の皆様にご参加いただきまして、ありがとうございました。子ども 

たちはもちろん、保護者の方にもとても喜んでいただきました。み 

んなで食べるカレーライスやかき氷はとてもおいしかったですね。 

コロナ禍で親睦会も5年ぶり、いろんな家族の方とお話ししながら、 

群れることの素晴らしさを感じました。バザーの売り上げもあり、 

保護者会にこの度入ってくださった方も何人かおられ、保護者同士 

の繫がりができたことを嬉しく思っています。 

今年も暑い夏になりそうです。毎日子どもたちはお水を使ったあ

そびをたくさんしています。食紅で色を付けた水で、いろんな色に

変化することを楽しんだり、ジュース屋さんごっこをする子、ひた

すられんげでペットボトルに水を入れる子、絵の具で色水を作る子。

2歳児クラスから年長クラスまで一緒になって遊んでいます。「こ

れわけてあげようか？」と年長のお姉ちゃんが 2歳児さんに色水の

ジュースを分けてあげるととても喜んでいる 2歳児さんです。ある

日のことです。年長の子が二人、園庭の真ん中に座り込んでいる姿

がありました。「どうしたの？」と主任がたずねると、「虫捕りが

したいんだけど、小さいお友だちがいるから、今は虫網が出せない

んだ。だからここで考えているんだ！」「なんの虫なら捕れるかな？」

と尋ねると、「だんごむしとか、みみずとかなら捕れるか。さがし

にいこう！」と虫網を使わない虫探しに行ったようです。 

 ビオトープのメダカやえびとりも、11時になったらビオトープ 

用の網を使っていいよということになっています。1歳児さん 2歳 

児さんもお兄ちゃんのやっていることをよく観察して、同じように 

やろうとし、池に落ちてしまうことがあるかもしれないからです。 

年長さんはお昼から園庭で遊べるから、ビオトープ用の網はお昼に 

使ったらいいよねとみんなで話し合って決めています。ビオトープ 

はみんな大好きな場所、でも危険なことがあってはいけません。子 

どもたちも小さい子のことを考えながら約束事を決め、守っている 

のです。 

 

くまの・みらい保育園は自然いっぱい、毎日全クラスが園庭に出 

て遊べます。でも自分勝手に好きなことだけをしているわけではあ

りません。小さい子がいる所で、ブランコを大きく強くこぐのはや

めておこうかなとか、ブーメランを飛ばすのは今は危ないからお昼

からにしようかなとか、先生や友だちと考えながら遊ぶ中で、大き

い子は自分たちでも考えて行動できるようになりつつあります。子

ども同士も群れで遊ぶ中で小さい子がやっている事からヒントをも

らったり、大きい子の真似っこをしてあそびが広がったりすること

もあるのです。クラス内でも、異年齢で遊ぶ中でも関わりながらた

くさんのことを学んでおり、群れで遊ぶことの大切さを感じていま

す。 

当園の保育方針、「感謝と思いやりのある自主的な行動のとれる

子」に育って欲しいと願いながら、私たちは保育をしています。自

分のことは自分で考える事が必要なので、周りの大人が「ああしな

さい。こうしなさい。」と口をはさんだり、やってしまうのではな

く、それぞれの年齢に合った大人の見守る姿勢、一緒に考えながら

作る環境作りが大切です。自分で考えたり工夫している時には口を

出さない事も大切です。お忙しくされている保護者の皆さんですが、

乳幼児期にしっかり心を寄り添わせてください。子どもが主体的に

やってみたいと思った時には見守り、何かあった時にはどうしてだ

ろうねと、一緒に考えて関わっていくことで、自ら考え、状況判断

できる子に育っていくのではないでしょうか。 

7月の最初には年長さんはお泊り保育に行きます。子どもたちの

力が試される時です。自然がいっぱいだけど、少し不自由な環境の

中で、友だちと協力して様々な体験ができればと思います。これか

らも夏のあそびをしっかり楽しみながら、考えたり工夫したり、優

しくお友だちと関わる思いやりの心を育て、今自分は何をするべき

か、状況判断できる子に育てていきたいと思っています。 

くまの・みらい保育園 園長  

  

 

令和 6年度 ７月の園だより くまの・みらい保育園 

 

あげはちょう 

スポイドや筆で、

色が混ざること

を楽しんでいま

した。形を描き始

める子もいまし

たよ。 

羽がきれいに開いたアゲ

ハチョウ、中には羽が上

手に開かなかったチョウ

もいました。元気にお空

へ飛んで行ってね。 

カレーパーティ

ー 

黄組さんもホールビュッ

フェに参加しました。自

分の食べる量を考えてお

皿に取ることに挑戦で

す。白組さんと一緒に楽

しい給食になりました。 

 

カレーパーティー、年長さんは小

さいクラスにお手伝いに行きまし

た。給食の準備をしたり、食べさ

せてくれたりお昼寝トントン優し

くしてくれましたよ。 
 ふうせんみたい！ 


